
さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①所在地
見沼区春野２丁目３番５号

①所在地
 浦和区領家1丁目５番1６号

①所在地
中央区大戸２丁目７番１７号

③施設の概要
開設時期
　平成２３年４月
敷地面積
　８８２．３８㎡
延床面積
　７９９.３５㎡
構造
　鉄筋コンクリート造
　２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、事務室、相
談室、調理室等
事業内容
　児童発達支援センターとしての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和４８年４月
敷地面積
　１，１７７．５４㎡
延床面積
　３４５.７０㎡
構造
　鉄筋コンクリート壁式構造
　平屋建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、事務室、相
談室、調理室等
事業内容
　児童発達支援センターとしての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和５４年７月
敷地面積
　９６１．６６㎡
延床面積
　４６６．３０㎡
構造
　木造 ２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、事務室、相
談室等
事業内容
　児童発達支援事業所としての下記の
業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ６，７８５人
　（前年度６，８８６人）
　・稼働率９７.１％（前年度９７.３％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３３日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ４，４２２人
　（前年度５，３４４人）
　・稼働率６３．３％（前年度７４．８％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３３日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
　・利用者数 ４，７９６人
　（前年度５，０００人）
　・稼働率６８．０％（前年度７０．３％）

◇業務実施状況
開園日日数：２３５日
２～５才児の療育指導、遠足、運動会、
健康診断、施設開放　等

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２８人
　　（前年度１８人）
　・延べ利用人数３３件
　　（前年度２８件）
◇業務実施状況
 ・保育園、幼稚園への訪問による支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２８人
　　（前年度２０人）
　・延べ利用人数７７件
　　（前年度４５件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への訪問による支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数３０人
　　（前年度２１人）
　・延べ利用人数６８件
　　（前年度５１件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への訪問による支援

①指定期間
令和７年４月１日～令和１２年３月３１日
②指定管理料（直近3か年）
令和５年度（３施設） １０７，９７６千円
令和６年度（３施設） １０７，９７６千円
令和７年度（３施設） １１２，１６９千円

（4）指定期間、指定管理料

（5）施設の管理運営の内容

令和7年度指定管理者評価シート

（3）指定管理者

１　管理運営の状況等

②施設の設置目的
　児童福祉法第４３条に規定する児童発達支援センター（はるの園、さくら草学園）、同法第６条の２の２第１項に規定する
障害児通所支援を行う施設（杉の子園）として障害児の支援及び相談支援（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に
支援するための法律第５条第１８に規定する相談支援をいう。）並びに障害児相談支援（児童福祉法第６条の２の２第７項
に規定する障害児相談支援をいう。）を行う。

（2）施設概要

（1）施設名

社会福祉法人　さいたま市社会福祉事業団



相談支援
◇利用状況
　・契約者数１８２人
　　（前年度１７０人）
◇業務実施状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援２０９件
　・継続障害児支援２７０件
　・サービス利用支援０件
　・継続サービス利用支援０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１６９人
　　（前年度１３４人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援１７２件
　・継続障害児支援１３３件
　・サービス利用支援０件
　・継続サービス利用支援０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１７４人
　　（前年度１５８人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援１６２件
　・継続障害児支援１２８件
　・サービス利用支援３１件
　・継続サービス利用支援３９件

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・昇降機設備点検業務
　・園庭遊具保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園庭遊具保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園庭遊具保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入１２３，９９５千円
　（前年度１２４，８５２千円）
・指定管理料４２，９６０千円
　（前年度３４，５８３千円）
・その他２，７０４千円
　（前年度２，０５３千円）
・人件費積立資産取崩収入６，９４０千円
（前年度２，３００千円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入８２，４１６千円
　（前年度９０，５６９千円）
・指定管理料３４，５４８千円
　（前年度２２，１５１千円）
・その他２，４１０千円
　（前年度１，８０１千円）
・前期末支払資金残高取崩０円
（前年度１２，８４０千円）
・人件費積立資産取崩収入７９，２３３千
円
（前年度０円）
・修繕積立資産取崩収入１６，７１２千円
（前年度０円）
・備品等購入積立資産取崩収入２００千円
（前年度０円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入４８，５４３千円
　（前年度５１，９７１千円）
・指定管理料３４，６６１千円
　（前年度５１，２４２千円）
・その他１６８千円
　（前年度６７千円）
・人件費積立資産取崩収入１９，５６２千
円
　（前年度０円）

②支出
・人件費１１１，８９９千円
　（前年度１１２，８７８千円）
・事務費２，８６９千円
　（前年度２，４２１千円）
・施設管理費１７，８５８千円
　（前年度１５，８３０千円）
・事業費２，９０１千円
　（前年度２，７８３千円）
・繰入金支出４，２９６千円
　（前年度２３，９６６千円）
・その他２，７６７千円
　（前年度２，２２６千円）
・本部追加繰入金２６,７９８千円
（前年度０円）

②支出
・人件費１０８，７９６千円
　（前年度９５，０８３千円）
・事務費　２，６５１千円
　（前年度２，２８１千円）
・施設管理費１３，８６２千円
　（前年度１３，０２９千円）
・事業費１，６５３千円
　（前年度１，５９１千円）
・繰入金支出３，４５４千円
　（前年度１３，０１５千円）
・その他２，０３６千円
　（前年度２，３６０千円）
・本部追加繰入金７６,４５１千円
　（前年度０円）

②支出
・人件費９０，０４６千円
　（前年度８５，６８１千円）
・事務費２，５３６千円
　（前年度２，５１０千円）
・施設管理費２，３８７千円
　（前年度２，４２９千円）
・事業費４２２千円
　（前年度６０９千円）
・繰入金支出３，４６６千円
　（前年度８，７５６千円）
・その他１，３０４千円
　（前年度５５７千円）
・本部追加繰入金０円
　（前年度１,６１５千円）

・保護者から好評の「先輩保護者のお
話会」、交流保育、「きょうだい参加日」
を昨年度に引き続き実施した。
・行事や保護者向け勉強会についても
内容の充実を図った。

お父さんがお子さんの様子を見る機会
があればという声をいただき、運動会と
参観日について親子通園クラスも実施
した。家庭では見れない様子を見ること
ができた等、好評であったため、今後も
継続していく。

・令和７年度、第三者評価を実施した。
「母子で通う形だけでなく、子ども一人で
も預けられるクラスがあると良い」との要
望に対し、次年度（令和８年度）に実施
することとなった。
・ご意見箱には、「協力医療機関は変え
ることができるか」との要望があり、法人
と相談の上、対応した。
・通園グループにて食後のはみがきを
実施してほしいとの要望があり、10月か
ら実施した。毎日の積み重ねで、習慣づ
けることができてきた。

法人全体としては、さいたま市社会福祉事業団「みなさまの声」設置要項による投書箱の設置、サービス向上担当者会議
による「福祉サービス利用者アンケート」の実施等によりご利用者からのご意見・ご要望を受付ける機会を設けた。

⑺利用者アンケート等による市
民からの意見・要望等への対

応

（6）収支状況



なし なし なし

（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：子ども未来局総合療育センターひまわり学園総務課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

子ども一人ひとりの状況（家族や環境、発達等）を把握し、職員間での十分な検討のもとで個別支援計画を作成し、一人ひ
とりに適した支援を行った。支援後には関わった職員で必ず支援内容や子どもの取組みの状況等の振り返りを行い、次の
支援に役立てた。

提案内容

２　提案内容の達成状況

（8）その他

達成状況

法人内の施設や専門職との連
携、地域との連携、関係機関と
の連携等による質の高い支援
を行います。

ひまわり学園や市内療育関係
事業所との関係構築等により、
地域に根ざした支援を行いま
す。

法人内の障害関係施設長会議において、障害者施設、障害児施設間での情報交換や連携を図った。また、支援の質の向
上や職員間の情報交換等を目的に児童発達支援では事例検討会、保育所等訪問支援では研修、相談支援では事例検討
会と学習会を実施した。各区において、地域協議会に参加し、障害者生活支援センターや他法人の事業所と情報交換を
行った。

ひまわり学園を中心とした療育施設連絡会議に年２回参加し、中核機能に向けた各施設の体制状況や、保育所等訪問支
援の就学後の支援についての情報共有を行った。

①市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進については、定期的に園開放を実施し、地域のお子さんに対してのあそびの場の提供と施設を地域
の方に知ってもらう機会としたり、空き状況を周知するなどして広く見学や体験を受け入れ、お子さんが楽しく活動している姿を見ていただき、利用につな
げることができた。
②経費の削減については、法人全体で業務の棚卸を実施し、時間外勤務の削減やペーパーレス化、またDX化に取組み、成果を得た。
③適正な管理運営の確保については、ひまわり学園が３園に対して抽出検査を実施した結果、指摘事項は無く、杉の子園については第三者評価を実施
し、適正に運営しているとの評価をいただいた。さくら草学園については法人による内部監査を実施し、指摘事項については改善を行った。

総合評価：B
①市民サービスの向上、利用促進
　面談、懇談会、利用者アンケート、保護者勉強会、意見箱（「みなさまの声」）等により利用者の意見を反映させている。また、総合療育センターひまわり
学園、療育センターさくら草、療育センターひなぎく、各区保健センター及び支援課、他の児童発達支援事業所、幼稚園、保育所、こども園等との連携によ
り療育を必要とする児童の把握に努め、利用につなげる等、より効果的なサービスの提供に努めている。併せて、関係機関との連携し、地域支援の実施
に努めている。
＜児童発達支援事業＞
　・児童発達支援施設で事例検討会を行うことで、知識を深め、具体的な支援にも繋げている。
　・専門職職員の導入、園内研修や活動内容の見直しを行い、利用者満足度や支援の質の向上に努めている。
　・ひまわり学園、療育センターひなぎく、その他関係機関と連携を図ることやクラスを新設することにより稼働率の向上に努めている。
＜保育所等訪問支援事業＞
　・目標値よりも上回る件数を実施している。
　・訪問経験のない職員が経験値の高い職員の保育所等訪問支援に同行する機会を年２回以上行っている。
＜相談支援事業＞
　・教育相談センターや学校などの他機関との情報の共有・交換を行っている。
　・事例検討会と勉強会を各１回以上実施することで様々な視点からの気づきやケースの課題や今後の支援の方向性の習得をしている。

②経費の削減
　計画的な予算執行に努め、予算と決算において、98％以上の執行率となっており、大きな乖離がない。

③適正な管理運営の確保
　管理運営体制としては、衛生管理や防犯・防災・事故の防止についてマニュアルを作成するだけでなく、その他、点検、訓練、研修等を実施し、適切な運
営に努めている。また、抽出検査や第三者評価、内部監査を実施し適正な管理に努めている。

　引き続き適正な管理運営と地域や関係機関との連携を強化し、市民サービスや地域の療育力の向上に努めること。杉の子園については、仮園舎での運
営に向けて準備を進めること。

３　評価

関係機関と連携し、地域や保
護者のニーズを把握し、新規
利用児を獲得します。

近隣の保健センター主催の親子教室や、児童センターでの発達相談に参加し、地域のお子さんについて発達の相談を受
けたり、情報共有を行った。また、施設見学会や施設開放を行うなどして利用者の獲得に努めた。

柔軟にクラス編成を考え、毎年
度見直します。

関係機関との連携の中や保護者からのニーズに対応し、体制（対象年齢、クラス定員等）を見直し、受け入れの対象を広
げた。また、次年度に向けて幼稚園・保育園等との併用利用について検討を行った。

「あなたの笑顔、みんなのしあ
わせ」を法人スローガンとし、子
どもの成長と子どもを取り巻く
環境に焦点をあて、一人ひとり
に合った適切な支援を行いま
す。


